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序
　本稿は、高等音楽教育機関、とりわけ本学におけるソルフェージュ教育の質的向上を目的とした
研究成果の一部である。筆者の遂行している研究計画はドイツ語圏スイスの音楽大学におけるソル
フェージュ教育の調査と考察を柱とし、以下（1）から（4）の調査研究分野で構成されている。（1）
教育内容・目的・到達点など全般にわたる精査（2）学部および大学院のカリキュラム（3）実際の
授業における教育実践の方法と内容（4）授業外学習の時間と内容を保証する学習システムとして
の eラーニング2）。以上の（1）から（3）により導き出された本邦におけるソルフェージュ教育の課
題、および、あるべき将来像の提出を、最終的な目的としている。
　本稿では、主としてチューリヒ音楽院における 2度の現地滞在調査を通じたソルフェージュ教育
の内容を考察し、本学におけるソルフェージュ教育の向上のみならず、卒業生の質的向上に寄与す
ることも目指している。
1　総合芸術大学の中のチューリヒ音楽院
　本稿はスイスのチューリヒ音楽院におけるソルフェージュ教育の内容についての調査報告と考察
を主とする。まず、教育システムおよびチューリヒ音楽院の歴史について述べる。なぜならば、そ
の成り立ちにこそチューリヒ音楽院の音楽教育の特色が示されているからである。また、チューリ
1）　ICTとは、Information and Communication Technologyの略で、すでに一般的となっている IT概念をさらに一歩進め、情報
技術（IT）に通信コミュニケーションの重要性を加味した用語。ICTは ITとほぼ同義と理解して良いが、情報通信技術に
よるコミュニケーションを強調した ICTの呼称が国際的には一般的である。ICTの教育現場への活用としては、すでに平成
21年度の学校 ICT環境整備事業において、全国の小中学校にデジタルテレビ、パソコン、校内 LANなどの設備・機器が導
入されたのが最初である。
2）　eラーニング（e-Learning）は、主にパソコンとインターネットを利用した学習形態、教育形態のこと。2000年代に入る
と「オープン・エデュケーション」という名称を用いて、大学の正規の講義で提供されている教育内容をインターネット上
で公開するというコンセプトが実施されるようになった。米国のMIT（Massachusetts Institute of Technology）が実施してい
るオープンコースウェアが嚆矢と言われている。大規模なオープン・オンライン講座であるMOOC（Massive Open Online 
Course）、その日本版 JMOOC（Japan Massive Open Online Course）もある。
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ヒにおける高等音楽教育の特色は、その教育施設と環境にあらわれている。第 2章では、チューリ
ヒ音楽院の来歴を振り返る。
　チューリヒ音楽院は、チューリヒ総合芸術大学（Zürcher Hochschule der Künste）の一環として運
営されている。それゆえ、他の芸術諸分野の専攻と密接な協力関係にある。その独自と言って良い
教育システムは、少なからず本邦における音楽教育の充実に資すると思われ、その概要を説明する。
　チューリヒ総合芸術大学は、約 2500人の学生と 650名の教員を要するヨーロッパでも屈指の芸
術大学に属している。教育の研究のプログラムは、デザイン、映像、芸術、音楽、舞踊、演劇を包
括し、芸術諸領域の横断性と相互受容を促進する構造を有している。大学には数多くの展示場、劇
場その他が付随しており、教育の成果が容易に公開されるようになっている。組織としてのチュー
リヒ芸術大学は国立大学であり、法人格を有する。
　バチェラー・コース（BA）は 3年間であり、芸術教育、現代ダンス、デザイン、映像、メディ
アと芸術、音楽、音楽と舞踏、演劇の専攻科を有する。マスター・コース（MA）は、1年半から
2年間の学修期間（3ゼメスター、あるいは 4ゼメスター）となる。その専攻は芸術教育、作曲と
理論、デザイン、映像、芸術、音楽パフォーマンス、特殊音楽パフォーマンス、音楽教育、演劇、
学際領域となっている。それ以外にもいくつかの修了証が発行されるコースを提供している3）。
　チューリヒ芸術大学の歴史は、1875年に設立されたチューリヒ装飾美術博物館
（Kunstbewerbemuseum Zürich）にまでさかのぼる。1878年にはチューリヒ市立装飾美術学校となる。
その後チューリヒ高等装飾美術学校となり、2000年にチューリヒ装飾美術芸術大学が成立する4）。
　1999年、チューリヒ音楽演劇大学は、ヴィンタートゥア音楽院（1873年設立）とチューリヒ音
楽院（1875年設立）を統合し、その後ヴィンタートゥア・チューリヒ音楽院となる。さらにチュー
リヒジャズ学校（1977年設立）、スイス・コンピュータ音楽スタジオ（1985年設立）およびチュー
リヒ演劇アカデミー（前身は 1937設立の舞台学校）とスイス・バレエ職業学校（1986年設立）が
統合され、チューリヒ演劇音楽大学となった。さらに、チューリヒ装飾美術芸術大学とチューリヒ
演劇音楽大学の統合によりチューリヒ芸術大学が 2007年 8月 1日に創立された。
　チューリヒ芸術大学は 2014年 8月にトニー・アレアール（Toni-Areal）に新築された巨大な総合
大学となった。これにより 35もの地区に分散していた各種施設がひとつの建築物に集約されたの
である。チューリヒ音楽院の特徴として指摘できるのは、修士課程において、音楽、演劇、舞踊、
映画、メディア、美術、デザインの授業が同時並行的に提供されるということである。これは芸術
大学のひとつの理想の実現を示しているであろうし、この様な総合大学であればこそ創作活動に意
欲的な学生に、多様な授業を提供することが可能なのである。さらに、自らの専門分野をより深く
追求するために学際的交流が提供される。チューリヒではオペラにおいても新しい演出や演目に注
3）　Master of Advanced Studies (MAS), Diploma of Advanced Studies (DAS), Certificate of Advanced Studies (CAS).
4）　Die kantonale Hochschule für Gestaltung und Kunst Zürich HGKZ.
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目が集まっている。最近の傾向としては、文学やデザインと音楽のコラボレーションが人気を博し
ている。複数の分野の興味の対象者がその催しに集まるので観客動員に大変有効であり、これから
のクラシック音楽の生き残りのために必須のことであろう。
2　チューリヒ音楽院における音楽教育の変遷
　筆者は、ほぼ 10年前（2003年度）にチューリヒ音楽院に研究滞在し、さらに 2014年に現地調
査のため再訪している。当時と現在のチューリヒ音楽院における教育システムの変化に着目し、社
会状況の変化、卒業生の進路の多様化、国際化（グローバル化）など様々なファクターを考慮しつ
つ、ここ 10年間の教育システムの変化を考察し、将来の展望までを以下にまとめて報告する。
　カリキュラムおよび履修システムに関する 10年前との大きな変化は、学位取得までに最低でも
4年間かけていたバチェラー（Bachelor of Arts ZFH in Musik、日本の「学士」に相当）が経費節約
のため 3年間に短縮されてしまったことを、まず指摘すべきであろう。このため、学生が単位取得
に追われることになり、時間に余裕がもてないなどの問題点も生じている。近年、様々な専攻科が
増設され、作曲科はさらに「電子音楽」、「映画・劇場・メディア音楽」、「クラシック音楽」に細分
され、トーンマイスター科（録音技師科）は「クラシック」、「ジャズ・ポップス」に専門分野別に
構成されている。以前からこれらの分野の職種に大学は力を入れ、資金を投じてきた。21世紀に
入り、職業に直結する技能を身につける教育、より実践的な教育内容がさらに徹底されている。
　学生をコースに振り分ける際には、成績によって決定される。学生は 1年次修了時、成績により、
ソリスト、理論、室内楽（ピアノ）、オーケストラ（器楽）コースに振り分けられ、その 2年後、
論文提出と実技（演奏）試験を経て学位を取得できる。これは年々レヴェルが上がり、取得が厳し
くなっている。以前からチューリヒ音楽院は現代音楽が盛んであったが、2005年までは主科に作
曲科の授業は開設されておらず、2年を経過した時点で優秀な学生を教師が推薦するという方法を
採っていた。
　チューリヒ音楽院における注目すべき特徴のひとつに、きめ細やかなカウンセリングの実施が挙
げられる。まず、入学試験後すぐにカウンセリングが行われる。成績優秀者でも音楽家として不適
正とみなされればこの時点で不合格となる。その後も 1年毎にカウセリングが実施され、常に適正
な方向性が示される。ここでのカウンセリングの役割は（1）専攻科目の適正診断（2）留学生同士
の仲間作りの援助（3）選択肢を示すためのあらゆる情報提供などであるが、常に学生の進路や悩
みに答え、留学生のために交流パーティーを催すなど心身面のケアを大事にしていることは注目に
値する。
　大学以前の教育システムについて言及すると、スイスでは日本と同様に理論、音楽史、ソルフェー
ジュなどをカリキュラムに取り入れている音楽高校と、主科のみを教える音楽教室（小学生から高
校生まで）が存在する。10年前には音楽院内で音楽教室が開講されており、市から 50％の補助金
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を受けていた。音楽教室の教師は音楽院の副科を受け持ち、一方、音楽院の教師が音楽教室の生徒
を教えることもできた。現在、音楽教室は市の運営体制になり、教育は市や町の委託した教師に委
ねられている。音楽院の建物は市の音楽教室として現在も使用されている。
　本稿が最も着目しているのは、チューリヒ音楽院における教育における ICT導入状況である。
チューリヒ音楽院では当時（10年前）から ICT化が進められていた。特に図書館に関しては中央
図書館や、他大学と連携し、複数の図書館を利用できる。システムを整えることで、将来的には経
費節減につながることを見据えていたようだ。また授業においても、すでにパソコンを使用した授
業展開もあったが、現在は教師 1人に 1台パソコンが与えられ、パワーポイントを用いた授業展開、
教師間での課題や情報の活発な交換が見られた。
　これはヨーロッパにおける特殊事情と考えることもできるが、ドイツ人教師の増加についても指
摘すべきであろう。スイスは EUとの条約締結により、労働者の EU諸国との行き来を自由にした。
税金が安いなどの理由から、特にドイツからは多くの企業就労希望者、教員が高収入を得るため、
移住している。当音楽院もスイスではなく、ドイツ出身の教員が倍増しているとのことである。一
方、現存しているスイスの作曲家の作品演奏には国からの援助があるなど、スイス人に対する保護
は手厚い。
　チューリヒ音楽院の、将来を見据えた取り組みを挙げておきたい。同音楽院は 10年前からレヴェ
ル向上、卒業後の活動支援のため以下（1）から（7）を行っている。（1）著名な先生による講座、
ならびに演奏会の開催（2）文化庁のパーティーへの学生の参加（3）学生オーケストラの学生製作
映画祭へ演奏参加（4）駅や広場での演奏（一般市民へのアピール）（5）出席管理の徹底（遅刻厳禁、
授業を 3回欠席すると退学となる）（6）映画音楽、教職、音楽療法、録音の職につくための支援（7）
ピアノ専攻学生に必修として課されている伴奏、および有給措置。これらはディプロマ・ポリシー
実践の成果と言うべきものであり、本邦と比較した場合には、時代を先取りした動向と呼ぶことも
できよう。
3　チューリヒ音楽院の教育上の特色
　以上のような特色を持つチューリヒ音楽院における音楽教育について、以下に細部にわたる調査
結果を基に、具体的なデータを挙げて検討する。
　授業内容に関してだが、1、2年次では、耳のトレーニングとアナリーゼのクラス授業が週に 1回、
150分、各科共通で行われる。内訳は 1クラス 7～ 11人のクラス授業 120分、さらに 2～ 3人の
グループ・レッスンが 30分行われる。なお、クラスはグレード別に 6つ設けられ、学生は入学試
験の成績を基に、これらのクラスに割り振られるが、自身の意思で移動することも可能である。3
年次では聴音とアナリーゼで 180分の時間が費やされる。10年前はグレード制は設けられておらず、
20名程度のクラス編成で授業が実施されていた。したがって、現在は、よりきめ細やかな指導が
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なされていることが分かる。声楽科には別途ソルフェージュの授業が特設されている。2年次以降は、
アナリーゼの授業においては現代曲を取り上げている。
　使用教材についての調査結果を報告する。共通教材としては、ラーシュ・エドルンド Lars 
Edlund（1922― ）の『現代音楽のための視唱練習 Modus Novus』（ストックホルム、1964）5）、ホルス
ト F. Van der Horstの『リズム練習 Maat en Ritme』（アムステルダム、1963）6）、グランジャニー
Grandjanyの『500の段階的聴音 500 Diktes Graduées』（パリ）7）が用いられている。これらの共通教
材は 10年前にも用いられていた。特徴的なのは、各教師がヨーロッパ隣接国のソルフェージュ教
育を学び、その参考となる点を取り入れ、独自の教材を作成した上で授業を展開していることであ
る。
　チューリヒ音楽院では、音楽教育、ソルフェージュ教育に、積極的に ICTを導入、活用していた。
教員はソルフェージュ教育において eラーニングシステムを実際に導入し、その実際の成果に手応
えを感じているようであった。筆者は、このシステムについて、特に詳しく現地で視察したので、
その成果を含めて、ICT活用音楽教育の意義について考察を進める。
　チューリヒ音楽院では入試の準備コースを設けており、テキストも用意されている。このテキス
トは、楽典のみならず、楽式なども盛り込まれ、充実した内容となっている。さらに、入学試験に
類似した実施方法や内容がインターネットで動画配信されている。これにより入学希望者は入学時
の到達目標を明確に把握することができる。
　チューリヒ音楽院の試験準備内容は、5つの分野から構成されている。（1）J. S. Bachのコラール
を教師がピアノで弾き、バスを学生が歌う。（2）カデンツ奏。①Ⅰ－Ⅳ－Ⅰ2－Ⅴ－Ⅰを f mollで
演奏する。②Ⅰ－Ⅱ1－Ⅰ2－Ⅴ－Ⅰを F durで演奏する。③Ⅰ－Ⅱ7－Ⅰ
2－Ⅴ－Ⅰを c mollと C 
durで演奏する。（3）拍子を示しながら、「タ」や「ラ」などのシラブルでリズムを読む。① 8分
の 6拍子（3拍 2連のリズムを含む）によるリズム課題。② 2分の 2拍子（2拍 3連のリズムを含む）
によるリズム課題。（4）弦楽四重奏曲の第 1ヴァイオリンの旋律を音程を付けずに音読する。その
際、フレーズ、強弱、アーティキュレーションも表現する。①ハイドン　作品 71―2　②ショスタコー
ヴィチ　作品 73　③モーツァルト　KV. 421 第 2楽章。（5）和音唱と音階唱。① Des音から短三和
音の第 1転回形をハミングし、さらに音名を答える。② Cis音から減五短七の和音の基本形をハミ
ングし、さらに音名を答える。③ A durの音階を、導音から 1オクターヴ歌う。④ B音から全音音
階を歌う。
　以上の学習事項を踏まえ、チューリヒ音楽院の入学試験では以下の（1）と（2）の項目が課され
る8）。
5）　Lars Edlund, 1964. Modus Novus (Stockholm: Nordiska Musikförlaget).
6）　F Va der Horst, 1963. Maat en ritme (Amsterdam: Broekmans En Van Poppel).
7）　L. Grandjany, 500 Dictèes graduées Solfège ― Foramation Musicale (Paris: Éditions Henry Lemonine).
8）　チューリヒ音楽院公式ホームページの URL。https://www.zhdk.ch/
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入学試験
（1）聴音（これらは、イヤホーンを通じた音声を用いて実施される）。
　①　オクターヴまでの音程。
　②　和音（すべての配置による三和音。まずバスが奏された後、他の上声部が奏される）。
　③　全音階的な旋律。
　④　 4分の 2拍子、4分の 3拍子、4分の 4拍子、8分の 6拍子、12分の 8拍子によるリズムの
書き取り。
　⑤　曲の一部分から時代様式の選択（ルネッサンスから現代までの様式による）。
（2）筆記（アナリーゼ）
　①　三和音による 4声体（第一転回形、第二転回形を含む）。
　②　実作品の空白部分の書き取り（ルネッサンスから現代の様式による）。〔譜例 1〕
　次に、「耳のトレーニング」と「理論」の授業の到達目標の具体例のいくつかを紹介する。
（1）耳のトレーニング（1年次）
　①　リズム：正確な 3分割の習得 /拍子の変化する平易なリズム /平易なポリリズム。
　②　 旋律：転調を含む durと mollの旋律の移調唱、記憶、書き取り /不協和音に含まれる音程練
習、響きの識別、書き取り。
　③　和声：借用和音と転調の理解 /不協和音を含む和声の連結。
　④　形式：初歩的な形式の理解、様々な時代の楽章モデルならびに自由な形式
〔譜例 1〕チューリヒ音楽院入学試験問題（実作品の空白部分の書き取り）
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（2）理論（1年次）
　①　基本形の 4声体での規則および初期ロマン派までの和声の習得。
　②　筆記による様式の学習。
　③　表現内容についての議論。
　④　 鍵盤を用いた練習（簡単な数字付き低音、民謡の伴奏と移調、ジャズのスタンダードのモデ
ル様式の実践とその技能の習得）。
　チューリヒの音楽教育においては、2年次以降はさらに理論が重要視されることとなっている。
　実際の授業内容について、筆者がチューリヒ音楽院において聴講した際の授業内容および授業に
用いられた作品を下記に記す。マスター・コースについても同様に記す。チューリヒ音楽院では、
到達目標や統一教材を設定しているが、指導法や副教材については指導者に任されている。
授業内容
（1）耳のトレーニング（1年次　第 1ゼメスター）
　ひとつの授業（科目）の聴講であったため、多角的な比較考察はできないが、同内容の 2クラス
を聴講した。受講生の専攻は声楽、トランペット、フルート、ギターである。以下、到達目標に照
らし合わせ、項目毎に記す。
　①　リズム
　　 　1拍 3連を含むリズム課題を、拍子を振りながら「タ」や「ラ」のシラブルで読む。また 7
拍子のリズムを拍子を叩きながら読む。まだ入学して間もない時期にも関わらず、リズムの学
習にかなり力を入れている。
　②　旋律
　　 　4小節の旋律（C dur　4分の 2拍子、タイを含む）をピアノで弾き覚えて歌う。さらに専攻
楽器で奏する。また、無調の旋律としては前述の共通教材『現代音楽のための視唱練習』の
22頁から 23頁の半音階、全音音階、4度音程の積み重ねを含む旋律の視唱を課していた。さ
らに複旋律としてハインリヒ・シュッツ Heinrich Schütz（1585―1672）の《小宗教的協奏曲
Kleine Geistliche Konzerte》を用いての 2重唱を、初めは一声のみで実施し、完成度を高めてか
ら他の学生が下声を加える方法を採っていた。和声と形式についてはクラス授業で行われてい
るため、この時のグループレッスンでは行われていなかった。加えて、CDを使用してのリズム、
旋律、ハーモニーの聴音を宿題として課している。
（2）耳のトレーニング（2年次　第 3ゼメスター）
　①　リズム
　　 　教師が自ら考案した課題による、2拍 3連および 1拍 5連のリズム練習を実施していた。
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　②　音程練習
　　 　完全 4度、増 4度、完全 5度、6度、7度を、指定された音から上下に歌う。6度音程をと
る練習においては、上行 6度はその転回音程である 3度下降を補助音とし、オクターヴ上げる
方法を実践し、音程を取りやすくしていた。加えて、長 3度と短 3度の聴き分けを行うなど、
音程練習は徹底して行われていた。
　③　旋律
　　 　前述の共通教材『500の段階的聴音』を使用してのⅳ度調のⅤ度、ⅴ度調のⅤ度、準ⅵ度調
などの借用和音を含む旋律の視唱、また無調の旋律としてはModus Novusの 52頁から 53頁
を使用して増 4度および減 5度音程を含む課題を実施していた。旋律の聴音ではマーラーの交
響曲第 6番の旋律聴音および楽器の聴き取りなど、CDを使用して行っていた。楽器による無
調旋律の聴音は、まず、学生が専攻楽器（チェロ）で演奏し、他の学生は書き取る。次に書き
取った譜面を見て別の学生が専攻楽器（ホルン）で演奏する、さらにそれを移調するなど、音
程練習で学んだ音程を様々な音色で聴く、記憶する、演奏するなど、多方向からのアプローチ
をしていた。
　④　和声
　　 　カデンツ、または連結された和音を弾き、バスと和音記号を即座に答えるなど、書き取りよ
り記憶することを重要視している。さらに転回形、長、短、減、増などの響きの違いに目を向
けるよう指導が徹底されている。三和音のみならず、すべての七の和音の転回形を上行、下行
で歌うなど、和音に対する指導は徹底している。またベートーヴェンのピアノソナタ（作品
14―2）を混声 4部合唱にアレンジしたものの空白部分を書き取るなど、実作品も取り入れてい
る。
　⑤　形式
　　 　モーツァルトのシンフォニア KV. 223 第 2楽章を用い、旋律とバスの書き取り、形式を考え
る。また、トリスタン和音を書き取り、アナリーゼするなど、教師により選曲は自由となって
いた。
（3）理論（1年次、第 1ゼメスター）
　シューベルトのレントラーのアナリーゼの後、各自シューベルトの様式で作曲する。さらに、そ
の作品について皆で議論していた。この時点では、学生たちによる作品はまだ未熟であったが、1
年後には、自分でテキストを選び、より内容の充実した作品を書けるようになるとのことである。
　鍵盤を用いた練習は、ドイツ民謡にバスを充当し和声を考えることであったが、単純なバスを旋
律化する方法、また、固有和音から借用和音を使う方法など豊富な内容であった。
　以上の（1）から（3）の授業内容からバチェラーの教育法の特色、教材の特徴について総括する
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と、チューリヒ音楽院は現代曲に力を入れているので絶対音を持つ学生が少いのにもかかわらず、
無調の聴音や視唱を重要視している。学生は絶え間ないトレーニングの結果、絶対音が無くても確
かな音程を身につけることが可能になる。そのために教師は忍耐強く指導に取り組んでいるのには
驚嘆すべきである。
　和音に関しては個々の音よりバスの動きや和音記号の学習が重要視される。理論に重きをおいて
いるので形式、様式の学習は耳のトレーニングでも常に取り入れられている。他方で CD音源ある
いはインターネットを用いた学習を取り入れている教師も多く、宿題に課すことで授業外学習に役
立てている。本稿では、授業で用いられていたインターネットを使用した教材の紹介にとどめる。
（Bengt-Olov Palmqvist『リズムの洗練（The Refinement of Rhythm）』2006年9））
（4）声楽専攻学生のための初見クラス（1クラス 2名で 30分）
　バッハのカンタータ《おお汝、愛する魂よ、汝を飾れ Schmücke dich, liebe Seele》BWV 180のレ
チタチティーヴォを、伴奏を聴きながら音程を付けずに歌詞を付けてリズム通りに読んだ後、歌う。
6度の下降音程は、まず 1オクターヴ下の音を歌ってから取るなど、指導に工夫が見られた。シュー
ベルトの歌曲、ヘンデルの二重唱においては、音程の取れなかった音に数字を当てはめて歌わせて
いた。他にもグレゴール・メイヤー Gregor Meyer（1510―76）の《ドリア旋法による 5度のカノン
Dorischer Kanon in der Unterquinte》10）、ブリテン Benjamin Britten（1913―76）の《戦争レクイエム
War Requiem》など、授業で用いる作品は、時代、様式ともに多岐にわたっている。
（5）聴音（マスター・コースの録音技師科対象）
　連続する 5つの四声体和声を書き取った後、それらのコードネームを答え、4声部に分かれて歌う。
　ピアノ曲の和声部分の和音記号を答える。その後、解答に変化を加えたものを教師が演奏し、解
答との違いを指摘する。
　ジョスカン・デプレ Josquin Despres（1440―1521）のミサ曲《祝福されしおとめ Missa de beata 
Virgine》から、混声 5部合唱の曲尾のソプラノの旋律部分を書き取る。この旋律には 2拍 3連のリ
ズムが用いられており、書き取った後、1拍 3連を刻みながら 2拍 3連を取るというリズム練習を
実施していた。
4　音楽教育における ICT 活用
　10年前の研修時と明らかに変化した点は、授業時、および、授業外学習においての CDならび
9）　Bengt-Olov Palmqvist, 2006. The Refinement of Rhythm (www.refinementofrhythm.com).
10）Vgl. Walter Frei, Henricus Glareanus, 1965. Bicinien aus Glareans Dodekachordon, zum Singen und Spielen auf zwei Melodie-
Instrumenten. Bicinia from Glareanus’s Dodecachordon, for voices and for two solo instruments (Kassel; New York: Bärenreiter).
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に ITCの活用である。
　以下、eラーニングシステムを活用した耳のトレーニング（Ear Training）について詳述する11）。
　eラーニングシステムを用いた聴音の訓練には着目すべき点が多かった。筆者は、このシステム
を開発したフィリプ・コッファ氏 Philippe Kocher（1973― ）12）へのインタヴューを通し、このシステ
ムの目的、特徴、成果などの詳細を伺うことができた。コッファ氏はこのシステムの目的は「受験
前の学習、あるいは授業を補うため」と説明していた。コッファ氏の eラーニングシステムの持つ
内容の特徴として「リズム、音程、音階、和声の項目に分かれていること」、「各項目はさらにテー
マをしぼってトレーニングすること」、「様々な演習方法と多くの課題を有していること」、「すべて
の課題には難易度の変化があり、正解しないと次の段階に進めないこと」、「学生が学習した項目と
時間は管理者である教員に秒単位で表示され、個々の学生の学習の頻度と特性を把握できること」
という諸点を挙げられる。その成果は、特に和声の項目で上がっている。このことは学生がどれだ
け多くの時間を和声に費やしたかでも容易に理解することができるとのことであった。
　このトレーニングシステムは（1）リズム（2）旋律（音程）（3）旋律（調性）（4）和音の 4つの
章に分かれている。それぞれの項目にはテーマがあり、多彩な練習方法とレヴェルを持っている。
次に分類を記す。
（1）リズム
テーマ
　 ① 16分音符までを含む単純拍子。② 16分音符までを含む複合拍子。③ 32分音符までを含む単
純拍子。④ 32分音符までを含む複合拍子。⑤ 変拍子。⑥ 1拍に収まる連符。⑦ 2拍以上にまた
がる連符。
練習方法
　準備練習（それぞれレヴェル 1～ 4まであるが、レヴェルに応じて小節数も増える。）
　　①　拍節感：拍とリズム（同じリズム形、譜面のリズムと音を照合）
　　③　基本練習：1拍を分割したリズム（譜面のリズムと音を照合）
　演習
　　 それぞれレヴェルが 8まであるが、レヴェル 4から休符、レヴェル 7からタイが含まれる。さ
らにレヴェル 6では、2拍子から 3拍子への変拍子が登場する。
　　（レヴェル 1～ 8）
　　・多種選択Ⅰ：リズムを聴き 3種の譜面から選択〔図 1、2〕
　　・多種選択Ⅱ：3種のリズムを聴き、譜面と同じものを選択
11）　チューリヒ音楽院のコッファ氏による eラーニングシステムの URL：https://learnspace.zhdk.ch/hoertraining/login
12）　作曲家、音楽理論家。チューリヒ音楽院にて、音楽理論、コンピューター音楽、聴覚トレーニングの講師をつとめる。
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　　・多種選択Ⅰ（記憶）：リズムを聴き、3種の譜面から選択
　　・多種選択Ⅱ（記憶）：記譜されたリズムを記憶した後、3種を聴いて選択
　　・パズルⅠ：穴あきのブロックに正しいリズムを選択
　　・パズルⅡ：間違ったブロックに正しいリズムを選択
　　・その他：初見によるリズム課題を手拍子などで実施した後、正解を音声で確認
　　・一覧表示：学習したすべてのリズムの一覧表（4分音符の分割リズム）。
（2）旋律（音程）
テーマ
　①　長 2度、短 2度　②　4度と 5度　③　長 3度、短 3度　④　増音程、減音程
　⑤　長 6度、短 6度　⑥　長 7度、短 7度
〔図 2〕リズムを聴き 3種の譜面から選択する課題の正解画面
〔図 1〕リズムを聴き 3種の譜面から選択する課題の出題画面（レヴェル 4）
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練習方法
　準備練習
　　・読譜：書かれた音符の水平方向の音程を、長、短、その他から選択する。
　演習（重音、レヴェル 1～ 8）
　　・正誤：音程を聴き、その正誤を答える
　　・その他：転回音程との区別
　　・長音程、短音程
　　（以降レヴェル 1～ 6、レヴェル 4以降には 3重音も含まれる。）
　　・多種選択Ⅰ：聴いた音程を 3種の譜面から選択
　　・多種選択Ⅱ：譜面と同じ音程を、鳴らされた 3種の音程を聴き選択〔図 3、4〕
　　・多種選択Ⅰ（記憶）：リズムに準じる
　　・多種選択Ⅱ（記憶）：リズムに準じる
　演習（旋律、レヴェル 1～ 5）
　　・プレイバック ：半音階を見ながら次に鳴った音を選択（テンポは一律ではない。問題 1に付
き 4問。）
　　・多種選択Ⅰ、Ⅱ：リズムに準じる
　　・多種選択Ⅰ、Ⅱ（記憶）：リズムに準じる
　　・パズルⅠ、Ⅱ：リズムに準じる
　　・その他：初見視唱および音声での確認
〔図 3〕譜面と同じ音程を、鳴らされた 3種より選択する課題の出題画面（レヴェル 5）
〔図 4〕譜面と同じ音程を、鳴らされた 3種より選択する課題の正解画面  　　　　　　
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（3）旋律（調性）
テーマ
　①　長音階　②　短音階　③　半音階　④　無調
練習方法（ 高音部譜表と低音部譜表による課題。課題によりピアノ、フルート、クラリネットと音
色が変化する。）
　演習（レヴェル 5から分散和音が登場する）
　　・プレイバック ：2番目に鳴った音を音階から選択（レヴェル 1～ 6レヴェルに応じて音数、
調号が増える）
　（レヴェル 1～ 6）
　　・多種選択Ⅰ、Ⅱ：音程に準じる
　　・多種選択Ⅰ、Ⅱ（記憶）：音程に準じる〔図 5、6〕
　　・パズルⅠ、Ⅱ：音程に準じる
　　・その他：初見は音程に準じる（レヴェル 1～ 4）
　　・一覧表示
〔図 5〕旋律の記憶の出題画面（レヴェル 5）
〔図 6〕旋律の記憶の正解画面
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（4）和音
テーマ
　①　長調の終止形　②　長調の終止形の応用　③　短調の終止形　④　副 7和音
練習方法
　演習（和音、レヴェル 1～ 8）
　　・種類：長三和音か短三和音か、または属七和音か減七和音か
　　・ポジション：転回音程を選択
　　・高位
　演習（進行）
　（レヴェル 1～ 6、音色はピアノでレヴェル 4から分散和音になっている。）
　　・多種選択Ⅰ、Ⅱ：音程に準じる
　　・多種選択Ⅰ、Ⅱ（記憶）：音程に準じる
　　・パズルⅠ、Ⅱ：音程に準じる〔図 7、8〕
〔図 7〕パズルによる長調のカデンツ課題の出題画面（レヴェル 6）
〔図 8〕パズルによる長調のカデンツ課題の正解画面
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　筆者はチューリヒ音楽院にて学生だけに開放されているこのシステムを実際に体験することがで
きた。このシステムを体験して気付いた優れた点を下記に挙げる。
①　各項目は多彩なテーマを持ち、また、レヴェルも順を追った段階で学習できる。
②　常に音を確かめることができるので、指導者がいなくても正誤の判断ができる。
③　正解率が 6問目から出てくるので集中力が高まる。
④　正解率が 100％の場合、全問題をクリアしなくても次の段階にスキップできる。
⑤　任意の章からでも取り組むことが可能である。
⑥　取り組み中の項目をクリアしなければ、次のレヴェルに進むことができない。
⑦ 　音程を考える際、理論のみでなく、サウンド（響き）で捉えることで、より耳で判断すること
が必要となる。
⑧　リズムの項目では、変拍子や連符など反復練習が必要な課題が豊富である。
⑨ 　和音では同時に鳴る以外に分散和音の課題もあり、実作品をイメージできる。多様なトレーニ
ング方法は飽きずに取り組むことが可能であり、画面に出る叱咤激励の言葉（Bravo! Well done! 
Great! Excellent! Correct answer.  Right on! Good job! など）は、モチベーションを高めるのに役立つ。
苦手な種目は繰り返し取り組むことができる。さらに、どの課題にどれ位取り組んだか、データ
が残るので教師も次の段階のサポートが可能となる。
⑩　やり直した場合、問題は新規になるので、覚えて回答することはできない。
　日本の音楽大学に奉職する筆者の視点からは、もちろん改善が望まれると感じた諸点も見いだす
ことができた。やや勝手な言い草とも取られかねないけれども、将来的な eラーニングの開発と導
入を目指す本稿の意義を考慮して、あえて列記しておきたい。第一に、リズムの項目では拍の提示
がなされない。特にリズムを暗記する場合、またはアウフタクトから始まる場合では、テンポや拍
子が不明であるので、解答がかなり困難になる。第二に、システム上の制約もあるが、電子音では
分散和音はともかく、同時に鳴る和音では響きを捉えることが難しい。特に基本形と転回形の区別
は非常に困難であった。第三に、読譜、書き取りなどの実践部分が作成されていないので、どの程
度のレヴェルで学習者がその項目を習得できているかの確認ができない。つまり適当に勘で答える
ことも可能である。第四に、電子音では音色や音質の違いを聴き取ることが難しい。第五に、自然
な拍の感覚が再現されていないので、休符を含むリズムが聴き取りにくい。最後に、フレーズや強
弱にも触れたほうが望ましいと思われた。
展望　日本の高等音楽教育機関におけるソルフェージュの授業
　チューリヒ音楽院の音楽教育をソルフェージュ関連科目を中心に約 10年の間をおいて 2度にわ
たって視察した。この視察と実際の現地での学習体験から、日本の高等音楽教育機関における音楽、
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とりわけソルフェージュの授業に活かせるであろう取り組みを示唆したい13）。振り返って視野に
入ってくるのは、音楽教育にとってはネガティブな状況変化が多いことは承知している。近年、本
来ならば早期に開始されるべき音楽の学習年齢が高まる傾向にある。さらに入学試験科目の削減、
その難易度の低下、多様な入試方法によって学力は多様化する一方である。グレードにより合理化
を図るなどの対策を採ってはいるものの習熟度の格差は広がるばかりである。他方で、インターネッ
トの爆発的普及により無料配信された動画や音源サイトを通じて、好きなだけしかも好きな時間に
多様な音楽に接している世代の学生は、幅広い音楽への関心を持ちあわせている。他方で、今なお
盛んな高等学校における合唱やブラスバンドなどのクラブ活動では、高度な演奏能力も要求されて
いるのである。すなわち基礎的能力が備わっていないうちに耳で覚えただけで演奏することが常態
化しているとも言える。
　抜本的対策として本稿の最後に提案したいのは、この学力差、学力の多様化ともいうべき状況を
打開する方策としての新たな教材の開発である。これはソルフェージュを担当する音楽教育に携わ
る筆者にとっては焦眉の課題となっている。とりわけ大学初年次生を対象とした、音楽大学で学び
を始めるための導入教材としてのソルフェージュ・プログラムの構築は急務であると感じている。
　第二の提案は、音楽教育現場における ICTの積極的な活用である。すでにいくつかの音楽大学
においては幅広く導入が開始されている。また、理工系や医療系の大学、学部では授業配信も一般
化しつつある。これらは学生の自主的な学習を前提とするシステムであることは言うまでもない。
ICTを活用して授業内容を前もって配信することで授業を反転化する。そのためには自律的学習を
推進する授業を設計し、推進することが必要であろう。もとより音楽大学に入学したからには、音
楽活動に興味を持っていて当然とするのではなく、自ら率先して学びを深めていくアクティブ・
ラーナーである音楽大学生を育て上げることこそが、これからの高等教育機関に果たされた使命で
あろう。ICTを活用した反転授業を含むアクティブ・ラーニングの実践は、すでに多くの大学で実
践されており、ここで肩に力を入れて主張することではないかもしれない。しかし今現実に、学力
の多様化により音楽大学の教育現場では、初歩的な入門事項の学習に時間と手間を取られ、実践や
応用に充分な時間がかけられないという現実的な声が上がってきている。新たな手段を導入する時
期にきているのである。
　日本はおろか、ヨーロッパでさえクラシックのみのコンサートは下火になっている現状を考える
と、教育の現場にも柔軟さと多様性が求められている。チューリヒで行っている美術やデザイン、
映像などとのコラボレーションなどは、これからの日本の音楽のあり方にも影響を及ぼすことであ
ろう。これはまた ICTを活用する第三の道筋を示しているのかもしれない。
　昨年、スイスと日本の交流演奏会の折、本番までの曲作りに関して演奏者からの話をお伺いする
13）　日本の高等音楽教育機関におけるソルフェージュ教育については以下も参照。渡部護 1991「音楽教育に於けるソルフェー
ジュの占める位置と音楽的自立について」『聖霊女子短期大学紀要』第 19号、63～ 76頁、加藤忠 1974「ソルフェージュと
しての『メロディ聴音』―その指導と教材作成に関する試案」『中国短期大学紀要』第 5巻、41～ 57頁。
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機会を得た14）。演奏者同士の意見の違いからディスカッションを重ね、なお折り合いが付かなかっ
たそうだが、本番では見事なアンサンブルを奏でていたのは賞賛に値する。この実践力は、自発的
な表現力を重んじる教育の賜物ではないか、と筆者は感じた次第である。しかしまたソルフェージュ
担当教員に限らず、学生の自発性を育てる教育が日常となるよう我々教育者はその責務を自覚し、
遂行せねばならないのであろう。
付記　本稿は、科学研究費補助金（基盤研究 C、課題番号　25370119）の助成を受けた研究成果の
一部である。
14）　「武蔵野音楽大学＆チューリッヒ芸術大学交流コンサート」（2014年 6月 20日、武蔵野音楽ベートーヴェンホールにて
開催）。
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Über die Ausbildung mit dem Solfége an der Musikhochschule:
Eine vergleichende Studie mit der Zürcher Musikhochschule
Sachiko TAKADA
　 Es ist das Ziel der vorliegenden Arbeit, das Solfège/Solfeggio an den Musikhochschulen in Japan und in 
der deutschsprachigen Schweiz vergleichend in Betrachtung zu ziehen, damit sich der Solfège-Unterricht an 
der japanischen Musikhochschulen, vor allem aber an der Musashino Musikhochschule bessert.  In dieser 
Studie wird das Musikausbildungssystem von den folgenden fünf Gesichtspunkten betrachtet; 1) einführende 
Lehrangebote in der Musikausbildung, 2) Lehrplan des Bachelor- und Master-Studienganges, 3) Methoden 
und Inhalte im Unterrichtes, 4) e-Learning als ein System, das dem Lernenden das Verstehen gewährleistet 
und 5) Probleme und Aufgaben in der Musikausbildung.  Mit den Ergebnissen zielt die vorliegende Studie 
darauf, sich die Musikausbildung bzw. das Solfège an der Musashino Musikhochschule zu bessern.  Die 
Zürcher Musikhochschule hat die Verfasserin bereits etwa vor 10 Jahren besucht, und nochmals im Herbst 
2014.  So ist es möglich geworden, die Veränderungen im Bildungssystem während der 10 Jahre zu verfolgen. 
Es wird auch berücksichtigt, dass die Veränderungen der sozialen Umstände, die Mannigfaltigkeit der Berufe 
von Absolventen und die Internationalisierung (Globalisierung) auf den Wandel der Lehrgänge und 
Verbesserungen im Bildungssystem an der Zürcher Musikhochschule beeinflusst haben.
　 Die Musikausbildung an der Zürcher Hochschule der Künste funktioniert im Rahmen einer verschiedene 
Fachbereiche umfassenden Kunsthochschule und trägt auch zum aktiven künstlerischen Austausch in der 
gesamten Hochschule bei.  Diese Vielfalt der verschiedene Fachbereiche übergreifende Zusammenarbeit 
werden künftig die Musausbildung in Japan beeinflussen.  Es sollte ferner bemerkt werden, dass die Zürcher 
Hochschule die Ausbildung durch e-Learning im Fachbereich Musik schon längst eingeführt und verwendet 
hat.  Die Benutzung des e-Learning-Systems in Musik bzw.  Solfège führt sicherlich auch an den japanischen 
Musikhochschulen zur Leistungsverbesserung und Erhöhung des Niveaus der Studierenden.  Es besteht die 
Notwendigkeit, die gründliche Reform des bestehenden Musikunterrichtes durchzuführen.
高等音楽教育機関におけるソルフェージュ教育
―チューリヒ音楽院の初年次教育と ICT活用―
高田幸子
　本稿の目的は、日本の高等音楽教育機関、なかんずく武蔵野音楽大学におけるソルフェージュ教
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育を向上させるため、日本とドイツ語圏スイスにおけるソルフェージュ教育を比較検討することで
ある。本研究においては、音楽教育を特に次の五つの観点から検討している。すなわち、（1）専門
的な音楽教育の初年次教育において提供される授業（2）学士課程と修士課程におけるカリキュラ
ム（3）実際の授業におけるその方法と内容（4）学習者の理解を保証するシステムとしての eラー
ニング（5）音楽教育における問題点と課題、である。本稿で述べられる研究成果は、武蔵野音楽
大学における音楽教育およびソルフェージュ教育を向上することを目指すものである。筆者はすで
におよそ十年前にチューリヒ音楽院を研究滞在しており、さらに今回 2014年の秋にチューリヒ総
合芸術大学の音楽学部を再訪する機会を得た。この二度にわたる短期研究滞在によって、十年前と
現在の教育システムにおける変化を跡付けることが可能となったのである。その際昨今の状況に鑑
みて、社会的な環境の変化、卒業生の就職先の多様化や国際化（グローバル化）の進展が、チュー
リヒ音楽院の教育課程の変化や向上策に与える影響をも考慮している。
　チューリヒ総合芸術大学における音楽教育は、多様な学科を包括する芸術大学の一環として行わ
れており、それはまた大学全体での芸術面でのアクティブな相互的交流に寄与している。この芸術
的多様性と、各専攻の枠を超えた協働は、将来的には本邦における音楽教育にも影響を与えるはず
である。さらに、チューリヒ総合芸術大学の音楽学部においては eラーニングを通じての学びがす
でに導入され活用されて久しいという事実も書き加えておきたい。音楽教育、ソルフェージュ教育
における eラーニングシステムを活用する事で、日本の音楽大学においても学習者の水準を向上さ
せ、より良いパフォーマンスを獲得させる事が可能なのである。既存の音楽教育、授業の抜本的改
革が急務であると結論することができよう。
